履　　歴　　書

下記のとおり相違ありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西暦　　　　　年　　　月　　　日

	ふりがな
	
	ロ　　ー　　マ　　字
	男
女

	氏　　名

	印　
	
	

	生年月日
	昭和　　年（西暦　　　年）　　月　　日（年齢　満　　才）

	　現　　住　　所
	　〒

	
	電話　　　　　　　　
FAX　　　　　　　　　　　　　　　　携帯電話　　　　　　　　　　
	　本籍地　　　　　　　　　　　都　道　府　県

	過去1年以内の
海外居住経験
	国名：
	居住期間　　　年　　ヶ月
　
	　　　年　　　月　　　日から　　　　年　　　　月　　　　日まで

	最　寄　駅
	線　　　　駅
	E-mail
	 

	留　守　宅
	住　　　　　所
	
	〒

	(緊急連絡先)
	連　絡　者　名
	
	電話　
FAX　

	
	名　　　　　称
	
	電話　
FAX　

	現在の
	所　　在　　地
	
	　〒
	最寄駅
	　　線　　　　駅

	勤　務　先
	所　属　部　課
	
	役職名
	

	
	代表者役職・氏名
	

	
	担当者名・部課
	
	電話　
FAX　

	
	英　　語
	Ｓ　Ａ　Ｂ　Ｃ
	（資格）


	（取得時期）



	語　学　力


	　　　語
	Ｓ　Ａ　Ｂ　Ｃ
	
	

	（注1、2）


	　　　語
	Ｓ　Ａ　Ｂ　Ｃ  
	
	

	
	

	
	

	専　門　分　野
	

	（業績・研究歴等
を含めて具体的に
記入して下さい。）
	

	
	

	
	

	
	

	
	　　　年　　月卒業・修了・中退
	

	学　　　歴
	　　　年　　月卒業・修了・中退
	

	(高等学校校以上記載)
	　　　年　　月卒業・修了・中退
	

	
	　　　年　　月卒業・修了・中退
	

	
	　　　年　　月
	

	研修等受講歴
	　　　年　　月
	

	（注3）
	　　　年　　月
	


注1.

Ｓ:当該言語による、極めて高いｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが可能（英語では、英検1級、TOEIC860点、TOEFL600点(CBT250点、iBT100点)以上に相当）


Ａ:当該言語による、高いｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが可能（英語では、英検準1級、TOEIC730点、TOEFL550点(CBT213点、iBT79点)以上に相当）


Ｂ:業務上、十分なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが可能（英語では、TOEIC640点、TOEFL500点（CBT173点、iBT61点）以上に相当）

Ｃ:業務上、必要最低限のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが可能（英語では、英検2級、TOEIC500点、TOEFL470点（CBT150点、iBT52点）に相当）
注2.JICA語学検定、英検、仏検、TOEIC等の公的な語学資格をお持ちの方は、記入願います。
注3.専門家派遣前研修、専門家養成研修、PCM研修、調整員研修等
	
	　　年　　月
	

	職　　　　歴
	
	

	（在職期間を含む。海外経験については、職歴の次に、目的を含め業務内容を簡潔に付記して下さい。）
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	　　年　　月
	

	学位・資格・所属
	
	

	学会・免許等
	
	

	
	
	

	
	　　年　　月
	

	賞　　　　　罰
	
	

	
	
	

	
	　　年　　月
	

	その他参考となる情報
があれば、記載して下さい
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


特に記載する内容がない項目については、「特になし」、と記載してください。
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